
第 13 回 日本ユング心理学会（JAJP）研修会のご案内 

主催：日本ユング心理学会 

 

日時：２０２６年９月１３日（日）１２：００－１６：４５ 

会場：京都リサーチパーク（京都市下京区中堂寺南町 134）/ Zoom 

 

＜開催要領＞ 

１． 定 員：オンサイト参加者 150 名 

オンライン参加者 無制限 

会場に直接来場いただく「オンサイト」参加と、Zoomを使用した「オンライン」参加が選択可能な混合開催といたします。 

 

２．参 加 資 格：以下の条件のいずれかを満たす方 

①日本ユング心理学会会員 

②心理臨床の実践に職業として携わっている方 

③臨床心理学を専攻する大学院生 

 

３．参 加 費：学会員：4,000 円 非会員：7,000 円 大学院生（非会員）：5,000 円 

 

４．研 修 内 容：以下の 6 グループに分かれ、分科会を行います。 

セッションⅠ（12：00-14：15）/セッションⅡ（14：30-16：45） 

 

ご挨拶 

 

すでにご承知の通り、当学会では、2012 年 4 月の設立と同時に「認定心理療法士」

資格の認定を開始し、以降、すでに 67名の方がこの資格を取得されました。 

この資格の創設は、それぞれの学会が認定する専門資格の役割が今後増すであろうと

いう予測のもとで、ユング心理学に基づく心理療法家の育成・認定を目指すものです。

またユング派分析家資格の要件のほぼ半分にあたるもので、手の届きやすい資格である

と同時に、将来の分析家資格取得にもつながるものです。 

2014年度より、本学会資格研修委員会では、会員の方々の参加を優先させつつ、心理

臨床を実践しておられる方々にも広く門戸を開き、臨床の質を高めていくための研修機

会を提供することを目的とし、第 13回日本ユング心理学会研修会を企画いたしました。 

内容といたしましては、本学会認定心理療法士資格をもつ講師による、理論と技法、

双方の面でユング心理学の「基礎」を学ぶ分科会と、特定のテーマを設定した「事例検

討」の分科会となっております。今年度も、オンラインでの聴講も選択可能といたしま

した。 

奮ってご参加くださいますようお願い申し上げます。 

 

２０２６年７月吉日 

日本ユング心理学会 

資格研修委員長 河合 俊雄 



（1）   セッションⅠ（12：00-14：15） 

 

● 〈事例検討１〉 河合 俊雄 （京都こころ研究所／京都大学名誉教授）  

【公的支援の心理療法とイメージ】 

心理療法のオフィスやクリニックをクライエントが主体的に訪れるという元々の形ではなくて、

サービスとして心理療法が提供され、しかも犯罪被害者への支援、子育て支援、ハローワークで

のカウンセリングなど、3回や 6回など限られた回数での心理療法に従事する心理療法家も増えて

いる。このような短い期間での心理療法においても、見立てやアプローチとしてイメージを用い

ることは有効と考えられるので、それを事例を通して検討したい。 

事例発表者：城谷仁美 氏 

 

● 〈事例検討 2〉 北口 雄一（北口分析プラクシス）  

【ユング心理学と長期に渡る心理療法】 

短期の心理療法を目指す学派もあります。クライエントが短期での問題解決を、多くの場合に望

む気持ちも分かります。職場の性質やセラピストの事情で、比較的短い期間で面接が終わる場合

もあります。一方で、長期に渡らざるを得ない面接はあります。ユング心理学では、無意識であ

ることと人はどう出会うのか、すなわち生きること、人生がテーマとなることも多いことから、

長期に渡る心理療法との親和性は高いです。今回は、長期に渡る心理療法に、事例を通して、目

を向けたいと思います。 

事例発表者：久米禎子 氏 

 

● 〈基礎１〉 足立 正道（足立分析プラクシス） 

【夢分析の基礎――夢自我のとらえ方】 

夢は「私」の体験として記憶されるので、夢の中の「私」が「自分そのもの」と感じられても不

思議はない。しかし、自分の視点にとどまることをやめ、なぜその夢を見る必要があったのか？

と問うと、夢の非自我の論理の扉が開き始めることがある。当分科会では夢自我を日頃我々がど

のようにとらえているかを吟味し、ユングの考えを基に新しい可能性を探ります。 

＜事例募集＞ 夢の事例を募集します。 

 

 

（2）   セッションⅡ（14：30-16：45） 

 

● 〈事例検討３〉 田熊 友紀子 （代官山心理・分析オフィス） 

【プレイセラピーにおける「見立て」について考える】 

子どもの心理面接は、たいてい親など大人が子どもの問題に困って相談機関に相談に訪れます。

連れてこられた子ども自身は、大人側の主訴とは異なる思いやテーマを抱えていることがしばし

ばです。また子どもの年齢によって、自分の困りごとを言語化できない場合もあります。プレイ

セラピーの中でいかに子どもの主訴（訴え）をとらえ、見立てるか。遊びの中でのアセスメント

や、セラピーの展開について事例を通して考えます。 

＜事例募集＞プレイセラピーの事例を募集します。 

 

 



● 〈事例検討４〉 前川 美行 （東洋英和女学院大学人間科学部） 

【「私」とは何か──身体・自己感・心理療法から考える】 

ここでは、「私」とは何かという問いを、身体、自己感、心理療法という三つの視点から考えます。自

己は頭の中だけで成立するものではなく、身体感覚や他者との関係、そしてイメージ体験を通して育ま

れていきます。とくに箱庭療法や描画などのイメージ表現が自己感にどのように働きかけ、「私」を支

え、変容させるのかを、臨床事例を交えながらご一緒に考えたいと思います。夢や LMT・箱庭といった

イメージ表現のある女性の事例です。 

事例発表者：上田さつき 氏 

 

● 〈基礎２〉  田中 康裕 （京都大学大学院教育学研究科） 

【イメージの心理療法の基礎と実践】 

ユング心理学は「イメージの心理学」と言われ、その臨床実践においても、夢や箱庭、描画等のイ

メージ表現が何よりも重視される。そこでのイメージは、患者と治療者との間に生起する「第三の

もの」として捉えられるが、このようなイメージの心理療法の理論的基礎やそれぞれのイメージ表

現の特徴も解説し、あいこころの相談室の吉田愛氏による臨床事例からその実践についても理解を

深めたい。 

事例発表者：吉田愛 氏 

 

 

５．研修ポイントについて 

セッションⅠおよびⅡの両方に参加した方には、日本臨床心理士資格認定協会の「臨床心理士教

育・研修規定別項」第 2条第 3項「本協会が認める関連学会での諸活動への参加」の通り、ポイン

トが付与されます。 

 

 

６．参加・発表お申込みについて 

【参加申込】 

1）参加申込フォームに必要事項をご入力ください。 

当会ホームページ（ http://www.jajp-jung.info/ ）または右記の QR コード

から参加申込フォームにアクセスし、お申し込みください。 

2）フォーム送信後、該当する参加費を下記口座へお振り込みください。 

参加費に関する個別のご案内はいたしませんので、お申し込み後、該当する

参加費を下記口座へお振り込みください。 

なお、お振り込みの際は、必ず参加者ご本人名義でお手続きください。 

 

 

 

 

 

ユング心理学会（JAJP）会員 4,000 円 

非会員 7,000 円 

大学院生（非会員） 5,000 円 

振込先： 三井住友銀行 備後町（びんごまち）支店 

普通 １７９５８７２ 日本ユング心理学会 

お申込み 

http://www.jajp-jung.info/


3）参加申込の完了について 

参加申込フォームの送信と参加費のお振り込みの両方をもって、参加申込の完了となります。 

※当日参加受付はございませんので、期間内にお申込みください。 

※納入された参加費は返金できませんので、予めご了承ください。 

※納入期限を過ぎて参加費の納入がなかった場合、申し込みを取り消させていただく場合がありますのでご注意く

ださい。 

 

【事例発表申込】 

参加申込フォームよりお申込みください。発表を希望する分科会と事例発表を「希望する」を選択

いただき、事例概要などの必要事項にご記入ください。 

 

・ 事例発表者は原則オンサイトでの参加となります。 

・ 発表は Zoom を使用し、WEB カメラをオンにした状態でおこなっていただきます。 

・ 発表に使用するパソコン等のデバイスはご持参ください。Wi-Fi 接続環境をご用意しておりま

す。（有線 LAN 接続をご用意できる場合もあります。） 

・ オンライン参加者への資料は、事務局が Google ドライブにアップロードし、当日チャットにて

参加者に URL をお知らせいたします。なお、回収資料の場合は、ダウンロード・印刷の禁止制

限をかけた上で配布し、終了後は閲覧できないように削除いたします。 

・ レジュメ（Word 等の文字資料）がある場合、画面共有のみでは画質や画面の大きさ等によって

閲覧に支障がありますので、参加者に配布させていただきます。 

・ 発表に際して使用できる映像機器は、液晶プロジェクターのみです。 

・ PC とプロジェクターとの接続は、原則デジタル出力（HDMI）となります。mac やタブレット

PC をご使用の方は、変換アダプタもご持参ください。 

 

＊発表申込締め切り：2026 年 8 月 19 日（水） 

＊参加申込締め切り：2026 年 9 月 2 日（水） 

＊参加費納入期限 ：2026 年 9 月 4 日（金） 

 

 

【その他、注意事項等】 

・ 申し込みと諸費用のお振り込み、および秘密保持に関する誓約書の提出が当方で確認でき次第、

参加手続きが完了となります。 

・ お申込み受付は、原則として先着順となります。 

・ 事例検討の分科会は、日本ユング心理学会会員を優先して受付いたします。 

・ 会場の定員数により、ご希望の分科会にご参加いただけない場合もございますので、あらかじ

めご了承ください。 

・ 申込者本人のみ、ご参加可能です。 

・ 各分科会の教室、参加用リンク等については後日メールにてお知らせいたします。 

◆オンサイト 

・ 名札（参加証）、領収書等を当日受付時にお渡しします。名札は研修証明書の代わりになります

ので、大切に保管してください。  



◆オンライン 

・ 研修証明書、領収書は研修会終了後にメールにて送付いたします。 

送付までにお時間を頂戴いたしますのでご了承ください。  

研修会終了後 1 ヵ月を過ぎても届いていない場合は、事務局までお問い合わせください。 

 

 

７．研修会に関するお問合せ先 

日本ユング心理学会（JAJP）事務局 

住所：〒541-0047 大阪市中央区淡路町 4-3-6 新元社内 

e-mail：office@jajp-jung.info 

 

 

８．会場案内 

 京都リサーチパーク 1 号館 

住所：〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町 134 

京都駅より JR 嵯峨野線（山陰線）2 駅 

丹波口駅下車 西へ徒歩 5 分 

  ※その他のアクセスについては、京都リサーチパークホームページをご参照ください。 

URL：https://www.krp.co.jp/access/ 

 

 

 

研修会 

会場 

（1号館 4F） 

https://www.krp.co.jp/access/

